
 

 

 

 

 

 

 

令和５年度鳥取県営企業会計 

 

決算概要説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企  業  局 

- 1 -



１　電気事業
（１）概要

（２）収益的収入・支出(３条)

５年度 ４年度 差引

①収　益 963 1,328 △ 365
　

　　  営業収益 875 1,243 △ 368

769 1,026 △ 257

382 631 △ 249

94 72 22

293 323 △ 30
0 111 △ 111

106 106 0

88 85 3

②費　用　 1,824 1,781 43

　　  営業費用 1,753 1,707 46

1,495 1,412 83

　　　　 風力発電費 71 111 △ 40

187 184 3

　　  営業外費用 71 74 △ 3

0 0 0

△ 861 △ 453 △ 408

92 545 △ 453

△ 769 92 △ 861

（３）資本的収入・支出（４条）

５年度 ４年度 差    引

626 111 515  

　　　企業債 431 0 431

　　　固定資産売却代金 19 0 19

　　　繰延運営権対価 176 111 65

1,181 753 428

　　　建設改良費 576 10 566

　　　企業債償還金 604 462 142 企業債償還金の増

       一般会計繰出金 0 81 △ 81 R4赤字決算に伴う減（運営権対価収益からの繰出し）

       他会計への長期貸付金 0 200 △ 200 R4工業用水道事業への長期貸付金の減

　　　 その他投資 1 0 1

△ 555 △ 642 87

△ 1,208 △ 39 △ 1,169

○主な建設改良工事（税抜）              新幡郷発電所水車発電機細密分解点検工事（８４０百万円）
※金額はR5年度中の支払額

（４）　借入金の状況

○企業債 (単位：百万円)

前年度未残高 当年度借入額 当年度償還額
当年度末

未償還残高

6,687 431 604 6,514
 （注）　建設改良費の充当財源として借入

　　○年間販売電力量は、台風第７号による被災に伴う佐治発電所の停止、袋川発電所、新幡郷発電所
      及び風車第２号機が故障停止等により、前年度比６６．８％の約４．６万MWhとなり、事業収益
　　　は、９億６３百万円（前年度比３億６５百万円減少）となった。

　　○事業費用は、新幡郷発電所水車発電機細密分解点検に伴う修繕費の増等により、１８億２４百万
　　　円（前年度比４３百万円増加）となり、当年度純損失は８億６１百万円（前年度純損失４億５３
　　　百万円、赤字幅は４億８百万円拡大）となった。

修繕費の減

備　　　考

新幡郷発電所の精密分解点検に伴う修繕費の増

区　　分

舂米発電所のリニューアル分に係る減価償却相当を収益化

   前年度繰越利益剰余金

差引（①－②）

区分 備考

（税抜、単位：百万円）

　 　　　電力料

　　 　　　 水力発電電力料

　 　　　繰延運営権対価収益

　　　 　太陽光発電費

　　 　　 　風力発電電力料

　　　　 水力発電費等

　実質資金収支（ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ）
３,４条収支合計に減価償却費等の非資金損益項目等を加
減した、実際の現金の増減額

　　 　　　太陽光発電電力料

（税抜、単位：百万円）

　当年度未処分利益剰余金

新幡郷発電所水車発電機細密分解点検工事、新幡郷発電所
取水施設整備工事（機械設備）等に伴う企業債の増

小鹿第二発電所運営権対価分割金（R5～R25の消費税）

新幡郷発電所水車発電機細密分解点検工事
新幡郷発電所取水施設整備工事（機械設備）等に伴う増

加地発電所　転送遮断装置（送信機）

　　  営業外収益

　　  特別損失

　当年度純損益(①－②) 

舂米発電所運営権対価分割金

②資本的支出

①資本的収入

運営権者更新投資収益
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（１）概要

（２）収益的収入・支出(３条)
　 （税抜、単位：百万円）

５年度 ４年度 差　　引

①収　益
520 505 15 　

　　　営業収益 407 401 6

407 401 6

113 104 9

②費　用 649 641 8

　　　営業費用 602 587 15

296 276 20

306 311 △ 5

　　　営業外費用 47 54 △ 7

△ 129 △ 136 7

3,877 3,741 136

4,006 3,877 129

（３）資本的収入・支出（４条）

　 （税抜、単位：百万円）

５年度 ４年度 差　　引

456 413 43  

　　　企業債 252 146 106 日野川工業用水道監視制御設備更新工事に伴う企業債の増

　　　出資金 204 267 △ 63 一般会計からの鳥取工水への出資金の減

630 562 68

　　　建設改良費 261 146 115

　　　企業債償還金 369 416 △ 47

△ 174 △ 149 △ 25

△ 19 78 △ 97

（４）　借入金等の状況

○企業債 (単位：百万円)

前年度末残高 当年度借入額 当年度償還額
当年度末

未償還残高

　　日野川 1,245 252 166 1,331

鳥取地区 2,079 0 203 1,876

計 3,324 252 369 3,207

○一般会計長期借入金 (単位：百万円)

前年度末残高 当年度借入額 当年度償還額
当年度末

未償還残高

　　日野川 682 0 0 682

○一般会計出資金 (単位：百万円)

前年度末繰入累計 当年度繰入額 当年度末累計額

鳥取地区 4,636 203 4,839

○電気事業会計長期借入金 (単位：百万円)

前年度末繰入累計 当年度繰入額 当年度末累計額

鳥取・日野川 0 200 200

差引（①－②）

　実質資金収支（ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ）
３,４条収支合計に減価償却費等の非資金損益項目等を加減し
た、実際の現金の増減額

  (注) 建設改良費の充当財源として借入

  (注) 石州府への給水事業に伴う収益的収支の資金不足分を借入（H7年度～H17年度)

  (注) 企業債の元金償還金相当額について出資金を繰入（H11年度～)

②資本的支出

企業債償還金の減

日野川工業用水道監視制御設備更新工事に伴う増

○主な建設改良工事（税抜）
 

　　日野川工業用水道監視制御設備更新工事(１０３百万円)

  (注) 電気代高騰に伴う運転資金として借入（R4年度)

２ 工業用水道事業　

　　　　　減価償却費

　前年度繰越欠損金

区　　　  分

　　○契約水量は、水産加工会社等への新規給水開始等により増量となったことから、前年度より７０
　　　０㎥/日増の４１，３４０㎥/日となり、事業収益は５億２０百万円（前年度比１５百万円増加）
　　　となった。

　　○事業費用は、企業局東部事務所の屋根改修に伴う修繕費の増等により、６億４９百万円（前年度
　　　比８百万円増加）となり、当年度純損失は１億２９百万円（前年度純損失１億３６百万円、赤字
　　　幅は７百万円縮小）となった。

補償工事の減に伴う移転補償金の減

備　　　　　    考区　　　　　分

　当年度未処理欠損金

企業局東部事務所の屋根改修に伴う修繕費の増

①資本的収入

備　　　　　　考

　 　　　給水収益

　当年度純損益(①－②)

　

　　　営業外収益

　　　　　業務費等
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３　埋立事業

（１）概要

（２）収益的収入・支出(３条)

５年度 ４年度 差　　引

①収　益 169 109 60  

　　  営業収益 163 105 58  

87 25 62

　　　　  その他営業収益 76 80 △ 4 長期土地貸付料（竹内：9社　旗ヶ崎：1社）

6 4 2

②費　用　 95 47 48

　　  営業費用 95 47 48

65 20 45

30 27 3

　　  営業外費用 0 0 0

74 62 12

4,228 4,290 △ 62

4,154 4,228 △ 74

（３）資本的収入・支出（４条）

５年度 ４年度 差    引

0 0 0 　  

40 100 △ 60

 　　　他会計借入金償還金 40 100 △ 60

△ 40 △ 100 60

30 △ 12 42

  ４ 借入金の状況（４）借入金の状況

○一般会計長期借入金 (単位：百万円）

 前年度末残高 当年度借入額 当年度返済額 当年度末残高

竹　内 2,240 0 40 2,200

（注）土地造成のための借入

  ４ 借入金の状況（５）分譲状況

令和6年3月末現在（単位：ha）

工業団地名 造成面積 売却面積 長期貸付面積 未分譲面積 分譲率

竹　内 128.6 110.2 14.3 4.1 96.8%

旗ヶ崎 41.9 41.9 0.0 0.0 100.0%

②資本的支出

　実質資金収支（ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ）
３,４条収支合計に非資金損益項目等を加減した、実際の現
金の増減額

一般会計長期借入金償還金の減（竹内団地）

差引（①－②）

①資本的収入

（税抜、単位：百万円）

備　　　考

　当年度未処理欠損金

新規分譲（旗ヶ崎：1社）の増

新規分譲の増

　　　　　一般管理費等

　当年度純損益(①－②)

　前年度繰越欠損金

区　　分

　 ○令和５年度は新規の土地分譲１件（旗ヶ崎団地、０．６ha）があったため、事業収益は１億６
　　 ９百万円(前年度比６０百万円増)となった。

　 ○事業費用は、新規売却による土地売却原価の増等により、９５百万円（前年度比４８百万円増
　　 加）となり、当年度利益は７４百万円（前年度純利益６２百万円、黒字幅は１２百万円拡大）と
　　 なった。

区　　　  分 備　　　    考

　　  営業外収益

　　　　　土地売却原価

           土地売却収益

（税抜、単位：百万円）
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